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〔要　約〕

本稿のねらいは，中国の障害者を数的な面から分析し，障害者の動態を
見極め，今後の中国障害者福祉の取り組むべき課題を明らかにすることに
ある。
中国ではこれまでに 2回，全国的な障害者サンプリング調査が行なわれ

てきた。本稿では，2006 年に実施された障害者サンプリング調査結果の
分析を中心に，併せて，前回 1987 年に行なわれた調査結果との比較分析
を行なった。公表された結果から，前回の調査で 5,164 万人であった障害
者数が，19 年を経て，当初の予想を大きく上回り 3,000 万人以上も増加し
ていたことが明らかになった。詳しい内訳を見ていくと，障害者の半数以
上の 4,416 万人が 60 歳以上の高齢者で占められていた点や，肢体障害者
が前回の調査より 1,600 万人も増加していた点など，いくつかの指標で前
回とは異なる大きな変化が見えてきた。このことから，今後中国の障害者
福祉は，高齢者福祉と連携を図りながら，福祉政策を展開していく必要が
あることを言及した。
次に，人口に占める障害者の比率にも注目し，各地域における障害者比

率の算出を行なった。その結果，前回の調査と同様に，西南および中南
地域において，高い比率で発生していることを明らかにした。また，2006
年調査で人口に占める障害者の比率が最も高かった四川省に焦点をあて，
障害の程度や障害に至った原因，障害者の生活状況などについての考察も
行なった。その結果，四川省の障害者は比較的，軽度が多いということが
分かった。しかしその一方で，障害が 2種類以上重複している障害者が多
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く，重度化の傾向にあるということも併せて指摘した。さらに，四川省の
農村部に住む障害者の暮らしについても取りあげ，限られた乏しい生活資
源の中に障害者が置かれている状況についても指摘した。
結果として，障害者の動態が大きく変化していることを踏まえ，障害者

福祉政策の展開には，これまでとは異なる視点からの取り組みが必要であ
る，との結論を導き出した。


